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有朗海
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発行にあたって

雲仙市は、雲仙普賢岳の麓、豊かな大地と、光輝く海に囲まれた、自然と文化のあふれるふる

さとです。この報告書は平成 12年度から平成 16年度に実施しました、国見町多比良地区町営圃

場整備事業に伴う十園遺跡の発掘調査及び、平成 17年度から平成20年度に実施しました、古江

地区圃場整備事業に伴う伊古遺跡の発掘調査の記録です。

十園遺跡は、島原半島北端、雲仙普賢岳から伸びる緩やかに傾斜する火山性山麓扇状地に展開

し、遺跡が位置する低丘陵の両側には士黒川と多比良川が流れています。遺跡からは、旧石器時

代から中世までの遺構及び遺物が発見されております。中でも、古代の大型掘立柱建物群は『肥

前国風土記』に登場する高来郡術に関連する遺構として注目されています。

伊古遺跡は、島原半島の北端、雲仙普賢岳から伸びる緩やかに傾斜した火山性山麓扇状地に展

開し、中世の城跡である杉峰城跡が隣接しています。遺跡からは、縄文時代草創期末から中世ま

での遺構及び遺物が数多く発見されており、中でも縄文時代草創期末の石器群及び中世の中国製

貿易陶磁器の出土量は目を見張るものがあります。

十園遺跡及び伊古遺跡はこれまでにも調査内容を報告していますが、今回、弥生時代中期から

弥生時代後期にかけての遺物の再整理を行い報告することになりました。その結果、北部九小1,1及

び肥後地域から搬入された遺物が多く出士していることが分かりました。当時の人々が北部九小卜1

や肥後地域の人々と交流を行い、日々の生活を営んでいた様子が想像できます。

この調査報告書が文化財の保護保存のために多くの方に活用され、埋蔵文化財の保護に対する

関心と理解をいただ＜資料になれば幸いです。

最後になりましたが、今回の調査に当たり、ご指導、ご協力いただきました、工事関係者の皆

様、大学・博物館関係の諸先生方ならびに長崎県教育委員会学芸文化課の皆様に衷心から感謝申

し上げ、発行のことばといたします。

平成29年 3月24日

雲仙市教育委員会

教育長山野義



例 戸

1. 本報告は平成12年度～平成16年度に実施した

国見町多比良地区町営圃場整備事業に伴う長

崎県雲仙市国見町に所在する十園遺跡及び平

成17年度～平成20年度に実施した古江地区圃

場整備事業に伴う長崎県雲仙市瑞穂町に所在

する伊古還跡の発掘調査の報告である。

2. 調壺は旧国見町教育委員会及び旧瑞穂町教育

委員会、雲仙市教育委員会が担当した。

発掘調査は下記の期間実施した。

十園遺跡

2000年8月25日~2004年6月17日

伊古遺跡

2005年8月17日~2008年 10月10日

3. 調査体制は次のとおりである。

調査主体雲仙市教育委員会

教育長山野義一 （平成25年3月～）

教育次長山本松一 （平成26年4月～）

生涯学習課長松橋秀明（～平成28年3月）

生涯学習課長本田和久（平成28年4月～）

文化財班班長柴崎孝光（平成25年4月～）

文化財班主事横尾幸治（～平成28年3月）

文化財班主事林田英明（平成28年4月～）

調査担当

文化財班参事補辻田囲人

文化財班主査村子晴奈（平成28年4月～）

文化財調査員

松崎光伸（平成27年4月～）

今西亮太（平成28年4月～）

文化財整理員

早稲田一美・柳原亜矢子•本田 円香（～平成28

年 3 月）・ 三浦幸菜（平成 28 年 4 月～）•吉田光

孝（平成28年 10月～）

十園遺跡調査担当(2000年~2004年）

社会教育係辻田直人

文化財調査員竹中哲朗

文化財整理員早稲田一美・濱本秀美・

柳原亜矢子

伊古遺跡調査担当(2005年~2008年）

譴 i噂亮太・辻田直人
文化財調査員安栗哲史・山下美郷・益田豊明・

小野綾夏・大野瑞恵

文化財整理員 早稲田一芙・柳原亜矢子・林田崇

4. 十園遺跡の現地での遺構・遺物の実測は酒井由

紀子・植木貴道・東文子・林繁美・寺中典子・村子

香織・峯祐介・益田・竹中・辻田が行った。現地調

査を竹中・辻田が行った。伊古遺跡の現地での遺構・

遺物の実測は進藤涼子・前田チイ・吉川新・水谷安

孝・東文子・江崎・安楽・ 山下・益田が行なった。

現地調査を江崎・安栗・山下・益田・辻田・小野・

大野が行った。

両遺跡の遺物の実測及び接合は本田・柳原・青木・

林田・ 早稲田・村子が行ない、 一部は（株）埋蔵文化

財サポートシステム長崎支店に委託した。 トレース

は早稲田が行った。また、図版の編集・作成は柳原・

村子が行い、遺物写真は村子が行った。

5. 十園遺跡の現地での遺構・遺物実測の一部は（掬

疇文化財サポートシステム長崎支店に委託した。

伊古遺跡の現地での遺構実測の一部は（掬埋蔵文化財

サポートシステム長崎支店及び樹扇精光に委託した。

遺物実測の一部は（掬埋蔵文化財サポートシステム長

崎支店に委託した。

6. 十園遺跡の空中写真撮影業務は（株）九州文化財

研究所に委託した。伊古遺跡の空中写真撮影業務は

（梱九州文化財研究所及び（有）スカイサーベイ加州に委

託した。

7. 両遺跡出土の遺物及び写真・固面等は雲仙市歴

史資料館国見展示館で保管している。

8. 本書で用いた方位はすべて真北であり、国士座

標は世界測地系による。

9. 現地調査および本書の刊行にあたって多くの

方々からご助言いただいた、記して謝意を表します。

長岡信治（長崎大学）、木本雅康（長崎外国語大学）

早田勉（（樹火山灰考古学研究所）、山口勝也（昧埋蔵

文化財サポートシステム）、竹中哲朗（諫早市教育委

員会）、長崎県教育委員会、長崎県島原振興局農村整

備課順不同）

1 0. 本書の執筆・編集は辻田・村子による。
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第 1図



第 1章十園遺跡

第 1節調査の経緯

—発掘調査にいたる経緯ー

平成 10年度に国見町教育委員会（現雲仙市教育委員会）が主体となり、遺跡の範囲確認調査を行った。

その結果、従来の十園遺跡の範囲よりも広がることが確認された。国見町産業振興課及び教育委員会

（現雲仙市教育委員会）による協議の結果、試掘調査の結果を踏まえ、設計変更により遺跡の大部分は

盛り士によって保存を行うこととなった。しかし、農道及び用排水路など掘削により遺跡が消滅する

部分については、平成 12年度から平成 16年度にかけて本調査を実施した。十園遺跡については、『＋

園遺跡』（辻田 ・竹中 2004)、『＋園遺跡II』（竹中・辻田 2005)で報告されている。今回、弥生時代中

期から後期の遺構から出士した遺物について再整理を行い、報告する。

ー発掘調査の方法及び経過ー

本調査は世界測地系を使用し、調査対象範囲（道路・用排水路建設のために遺跡が消滅する範囲）を

20mメッシュで区切り、グリッド法によって行った。 1区から 50区及びC区、南区を設定し、順次調

査を行った。しかし、調査区の立地条件や遺構密度等により必ずしも 20mメッシュの調査区とは限ら

ない。十園遺跡は士屑の堆積が薄く、表土を除去するとすぐに遺構検出面という調査区も少なくない。

遺跡内には条里制の痕跡が残っていることから、古来より数度の造成工事が行われていたことは間違

いないと考えられる。調査では第 1層（表士、水田耕作上）及びその下の第11層（水田床土及び客土）

を重機によって除去し、その後は全て人力で調査を行った。詳細な土層堆積状況は次頁に記す。遺物

の取上げは基本的には同一層一括で取上げ、旧石器時代及び縄文時代の一部の遣物についてはドット

マップを作成し、取上げた。また、各時代の遺構出土遺物については可能な限り実測し、個別で取上

げを行った。発掘は可能な限り下層まで掘下げ、部分的には基盤層の検出を行った。

以下、調査概要を述べる。

旧石器時代

32区及び 33区から、旧石器時代の遺物包含層が検出され、剥片尖頭器、台形石器、ナイフ形石器

などが集中して出士した。

縄文時代

22区及び25区から、落とし穴状遺構が 3基検出された。また、 32区から検出された風倒木の埋士

中からは縄文時代早期（平椿式）の士器が 4個体分出士した。 22区、 25区では 3基の落とし穴状遺構

が検出されている。落とし穴状遺構の埋土からは、時期を特定できるような遺物の出土はなかったが、

縄文時代のものと考えられる。

弥生時代

弥生時代中期の住居跡 4軒(4区SBOl、SB02・32区SBOl、SB02)及び環濠 1条(23・24区SDOl、12

区SD03)、弥生時代後期の住居跡 3軒(27区SBOl、SB02・29区SB02)及び環濠 3条(26区SDOl、SD02・

12区SD03)が検出された。 4区から検出された住居跡(4区SBOl、SB02)から出土した士器には赤色顔

料が塗布されていることから、祭祀に関わるものと考えられる。完形に近い状態まで復元できるもの

が多く、何らかの祭祀に利用したものを住居跡の落ち込みに廃棄したものと考えられる。また、 32区

から検出された円形の住居跡(32区 SBOl)は直径 12mほどの巨大な住居跡で、建替え及び拡張がなさ

れたものである。



奈良• 平安時代

47区から大型の掘立柱建物群、 50区からは溝、 35区からは旧河川検出の祭祀遺構が検出された。

47区から検出された大型の掘立柱建物群は建物軸が周辺にみられる条里遺構と一致していることか

ら『肥前国風土記』に登場する高来郡衡関連の遺構として注目される。掘立柱建物群よりも北に直線

距離で約 75m離れた地点からは、古代の溝(13、14区SDOl)が検出され、埋士からは石帯が出士した。

室町・鎌倉時代

19区及び21区から製鉄関連遺構が検出された。竪型の製鉄炉本体及び廃滓場の一部が検出された。

ー遺跡の地理的・地形的環境ー

十園遺跡の地理的・地形的環境については、『＋園遺跡』（辻田・竹中 2004)、『十園遺跡1I』（竹中・

辻田 2005)に詳しく述べられているので、参照願いたい。ここでは、遺跡の立地する環境についての

概要及び基本層位について説明する。

十園遺跡は、長崎県の南部、島原半島の北側に位置する。雲仙普賢岳から伸びる緩やかに傾斜する

火山性山麓扇状地に展開している。海岸から南側に約 1km離れた士黒川東岸の低丘陵上に位置してお

り、標高 20~30mを測る。丘陵の両脇は上黒川、多比良川が北上し、その外側には比較的裔位の丘陵

が続く 。遺跡は低丘陵の西側、土黒川の河畔に広がる。

基本層位

十園遺跡が所在する丘陵は大部分が削平を受けている。それは条里制の跡も確認されることから、

水田利用のために造成工事が行われていたようである。遺跡内で最も土層堆積が良いのは 32区である。

『＋園遺跡』（辻田・竹中 2004)では、 32区付近の 3箇所について火山灰分析を行った結果を報告して

いる。以下、十園遺跡の基本堆積土層を述べる。

十園遺跡の基本堆積土層は大きく 8層に分けることができる。

第 1層 水田耕作士。

第II暦 旧水田層及び客士。

第III層 黒色上弥生時代及び古代の遺物包含層。

第w層 暗赤褐色土(Hue5YR3/2) アカホヤ火山灰降灰層に準ずる。

第V層 黒褐色士(Hue5YR3/l) 炭化物が極少量混入。台形石器出土（黒曜石製）。

第VIa層 褐色上(HuelOYR4/4) 剥片尖頭器出士（玄武岩製）。下半分がAT火山灰降灰層に準ずる。

第VIb層 暗褐色士(HuelOYR3/4) 上半分はクラックが入る。炭化物が極少量混入する。

第VII層 暗赤褐色土(Hue5YR3/2) 非常にきめが細かく、粘質が強い。

第VIII層 明褐色士(Hue7.5YR5/8) きめが細かく非常に粘質が強い。角閃石安山岩の岩盤層である。

【参考文献】

辻田直人・竹中哲朗 2004『十園遺跡』国見町文化財調査報告書（概報）第4集 長崎県国見町教育委員会

竹中哲朗・辻田直人 2005『＋園遺跡II』国見町文化財調査報告暑（概報）第5集 長崎県国見町教育委員会
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調査区配置図(1/2,000)
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第 3図 弥生時代の主な遺構配置図(1/1,500)

弥生時代中期から後期の環濠及び住居跡、掘立柱建物跡が検出された。

・弥生時代中期の遺構

住居跡 4軒 4区SBOl、SB02・32区SBOl、SB02

環濠 l条 23・24区SDOl、12区SD03

・弥生時代後期の遺構

住居跡 3軒 27区SBOl、SB02・29区SB02

環濠 3条 26区SDOl、SB02・12区SD03
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第2節 弥生時代
-4区SB01
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竪穴住居跡ー

4区からは 2軒の竪穴住居跡が

検出された。その内の 1軒(SBOl)

は、南北4.5km以上、東西4m以上、

平面プランは隅丸方形を呈す。埋

土からは上器片を多く含んだ層

cm層）が検出され、その堆積状況
から人為的に入れ込まれたと考え

られる。住居内からは床面が検出

され、中央付近は踏み固められ硬

化している。また、中央部分から

は焼上が 2箇所検出されており、

いずれも炉として利用されていた

ようである。柱穴は 1基検出され

ており、直径 30cm内に 12cmほど

の柱痕跡が 1基確認された。また、

住居跡内の南東部分で炭化した木

材がまとまって検出されており、

住居廃棄の際のものと考えられる。

I cc 

E
 9・9
2
 

2m 

第 4図 4区 SB01検出状況(1/50)

上記のことから、 SBOlは自然に

埋没したものではなく、人為的に

廃棄されたと考えられる。

-4区SB01出土土器ー

1は甕である。胴部上位から口縁部にかけて残存。胴部上位から口縁部にかけてやや丸みをおびて

立ち上がり、口縁部はT字状の鋤先状を呈す。口縁部は内外面ともにナデ、胴部外面は縦位のハケ、

内面は横位のハケを施す。2

は甕である。胴部中位からロ

縁部にかけて残存。胴部中位

から口縁部にかけてやや丸み

をおびて立ち上がる。口縁部

は外反するが、口唇部は上方

に摘まみ出すように成形され

ロ縁部は内外面ともている。

にナデ、胴部外面は上位に斜

位のハケ、中位に縦位のハケ、

内面は斜位のハケ及び部分的

に指頭圧痕が確認される。 第 5図
゜

10cm 

4区 SB01出土土器(1/3)

5
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第6図 3区 SD01・5区 SD01検出状況(1/140)
5区 SD01遺物出土状況(1/50) 

3区及び5区からは断面形状が「V」字型の溝(SDO1)が検出された。第 3図より、 23区、 24区から

検出された溝(SDOl)の延長線上に検出されているため、 1条の溝として考えられる。 3区、 5区、 23

区、 24区から検出された SDOlは、総延長 50mにも及ぶ。 SDOlは最大幅 1.7m、最大深度約 lmを測る。

SDOlの底の部分には腐食士を含む黒褐色士が確認でき、その上面から炭化材及び弥生時代の士器片

などが出上した。遺物は、 SDOlの際の部分ではなく、中心部分から集中して出土しており、そのほと

んどは表面及び割れ面が磨耗している。底の部分からは遺物がほとんど出士していないことから、SDOl

の底の部分にある程度上が堆積した後に遺物が混入したと考えられる。遺物のほとんどは磨耗してい

る為、あらかじめ破片となった上器片が捨てられた可能性が高い。 SDOlから出士した遺物は、弥生時

代中期後半の特徴を持つ土器が多く、在地の脚台付甕（第 7図 3)や佐賀地域から搬入されたと考えら

れる丹塗りの甕（第 7図5)や短頸壺（第 7図7)などが出士した。また、『十園遺跡II』（竹中・辻田 2005)

では丹塗りの広口壺や高坪などが出土したと報告されており、今回報告の SDOl出士の上器とほぼ同一

時期と考えられる。これらのことから、 SDOlは、弥生時代中期後半の時期に比較的長い時間をかけて

自然に埋没したと考えられる。また、第 3図より、弥生時代中期の住居跡(4区SBOl、SB02、32区SBOl、

SB02)よりも外側から集落を囲うように検出されていることが確認できる。おそらく、環濠としての役

割を担っていた可能性が高い。

-3区SD01・5区SD01出土土器ー

3は脚台付甕である。底部は欠損。胴部下位から口縁部にかけて残存。胴部下位から頸部にかけて

やや丸みをおびて立ち上がり、口縁部は外反する。口縁部はやや鋤先状を呈し、口唇部は上方に摘ま

み出すように成形されている。内外面ともに口縁部はナデを施す。胴部外面は縦位のハケ、内面はナ

デを施し、中位に指頭圧痕がみられる。 4は甕である。胴部上位から口縁部にかけて残存。口縁部は

鋤先状を呈す。内外面ともに口縁部はナデを施し、胴部外面は縦位のハケ、内面は磨耗の為、調整不

明である。外面胴部上位から口縁部にかけて「スス」の付着が確認できる。 5は丹塗りの甕である。

6
 



胴部上位から口縁部にかけて残存。口縁部は鋤先状を呈し、口唇部には斜位の刻目を施す。外面胴部

上位には断面が M字状の突帯が 1条貼り付けられている。 6は甕である。胴部中位のみ残存。外面胴

部はミガキを施し、断面が三角形の刻目突帯が 2条貼り付けられている。内面は磨耗の為、調整不明

である。形状から、黒髪式士器の甕棺と考えられる。 7は丹塗りの短頸壺である。底部は平底で底部

から頸部にかけて丸みをおびて立ち上がる。胴部中位に最大径をはかり、頸部から口縁部にかけて外

反する。外面胴部はミガキ、内面はナデ、中位に指頭圧痕がみられる。口縁部は内外面ともにミガキ

を施す。
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第 7図 3区 SD01・5区 SD01出土土器(1/3) 
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-26区SD01・SD02-

26区からは、弥生時代後期から古墳時代初頭の溝(SDOl、SD02)が検出された。以下、 SDOlとSD02

の詳細を述べる。なお、いずれの遺構も既に『＋園遺跡』（竹中・辻田 2005)で報告されているので、

詳しくはそちらをご参照願いたい。

26区SD01

26区SDOlは長さ約 3.2m、最大幅 lm、最大深度 55cmを測る。北側半分は近現代の溝によって遺構

上面が削平を受けており、底面のみ確認された。遺構の断面形状は「V」字型と考えられるが、底面

の幅が 15cm~20cmと若干広い印象を受ける。壁は段などを付けず掘削されており、その傾斜は東側で

60度、西側で 50度ほどである。 SDOlの埋土の堆積状況は第 8図に記載する。第 8図より、遺物は第

I11層上面から多く出士しており、そのほとんどは比較的大きめの破片であった。弥生時代後期の脚台

付甕や高杯、鉢などが出士している。 SDOlの埋上堆積状況より、底面からも遺物が出上し、尚且つ同

一時期の堆積層を超えて遺物の接合がみられる為、自然に埋没したとは考え難い。

26区SD02

26区SDOlの西側約 8.lm離れた地点から SD02が検出された。中近世の溝によって遺構の中央部分

の上面が若干削平を受けている。長さ 3.Sm、最大幅 1.5m、最大深度約 lmを測る。断面形状は「V」

字型と考えられるが、底面の幅が 15cm~20cmと若干広く、壁は段などを付けずに掘削されておりその

傾斜は約 50度ほどである。前述した SDOlと同様の特徴を持つ。 SD02の埋士の堆積状況は第 8図に記

載する。第 8図より遺物は第 I層から第III層にかけて多く出土しており、そのほとんどは比較的大き

めの破片である。士器片とともに炭化材及び粘土塊が出士し、 SD02の壁面に張り付くような状態で出

土した士器も確認されている。主に弥生時代後期の脚台付甕が出土しており、その外面には炭化物の

付着が確認できるものもあった。おそらく煮炊き用の調理器具として使用されていたのであろう。SD02

の埋士堆積状況より、第w層からはほとんど遺物が出士していないことが確認できる。おそらく自然

に堆積した層と考えられる。遣構内の埋士の堆積状況及び出士遺物から SDOl及び SD02はほぼ同一時

期に掘削され、同一時期に埋没した可能性が高い。

第 3図より、 26区SDOl及び 26区SD02が検出された西側からは、弥生時代後期から古墳時代初頭

にかけての住居跡 (27区SBOl、29区SB02) が検出されていることが確認できる。おそらく、この 2

条の溝は環濠としての役割を担っていた可能性が高い。また、第 3図で見るように弥生時代中期の環

濠 (3区SDOl)西側の延長線上に弥生時代後期の環濠 (26区SDOl、SD02)の北側延長線が直行すると

考えられる。弥生時代中期の環濠の埋没後に新たに弥生時代後期の環濠が掘削されたのか、または、

弥生時代中期の環濠が拡大されたものとして弥生時代後期の環濠が存在するのか大きな疑問点が残る。

-12区SD03-

26区SDOlの東側約 30mの地点から 12区SD03が検出された。古代の溝及び中近世の溝で東西に分

断されており、検出面の長さは約 2m、最大幅約 2.4m、最大深度約 60cmを測る。 12区SD03から出土

した上器はそれほど多くはなく、今回図化できたものは、第 11図21の小型短頚壺のみである。検出

された時点で遺構上面は大きく削平を受けている為その全容は把握できない。出土した遺物から、 26

区SDOl、SD02と同時期かもしくは若干新しい時期の溝と考えられる。
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26区 SD02

28.0m 

26区 SD02の埋土は基本的に黒褐色土である。

1層、しまりやや強い。
全体的に黄褐色粒子及び黒茶褐色粒子を多く含む。

2層、しまリ強い。黄褐色粒子を含む。

3層、しまリやや強い。
炭化物を全体的に多く含み、黄褐色ブロック土及び
黒茶褐色ブロック土を含む。

4層、黄褐色ブロック土(1cm~ 0.3cm)、
黒茶褐色ブロック土(0.5cm)を含む。

5層、しまり弱く、黄褐色ブロック土(1cm~ 0.3cm)を多く含む。

II~6 層、しまリ弱く、黄褐色ブロック土 (1cm~ 0.3cm)及び
黒茶褐色ブロック土(1cm ~ 0.3cm)を含む。
炭化物片も極少量含む。

7層、粘質非常に強く、黄褐色粒子を少量含む。

rn{ s層、しまり弱い。
黄褐色及び黒褐色ブロック土(1cm)、炭化物を多く含む。

N 
{9層、粘質強く、混入物が少ない灰褐色土層。
10層、粘質強く、黄褐色ブロック土を多く含む。

A
 

a a' 

二~万伍.5m
1層、しまリ非常に強く、硬質である。
黄褐色粘質土及び黒茶褐色粘質土を極少量含む。 ~ (~ 扮ぬ怨屁) ✓-· 

27.0m-
2層、しまリ強く、やや硬質である。
黄褐色粘質のブロック土(1cm)を全体的に含む。

き

26区 SDO

3層、しまり弱い。弥生中期後半の土器が出土。
黄褐色粘質のブロック土(1~ 2cm)を全体的に含み、
黄茶褐色のブロック土(1~ 2cm)を少量含む。

4層、粘質が強い。
黄褐色粘質土のブロック土を全体的に含み、
遺物はほとんと出土しない。

第 8図 26区 SD01・SD02検出状況(1/100) 遺物出土状況(1/50) 
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-26区SD02・12区SD03出土土器ー

8は脚台付甕である。底部は欠損。胴部下位から頸部にかけて丸みをおびながら立ち上がる。頸部

から口縁部にかけて外反する。胴部は内外面ともに斜位のハケ、内面中位から下位にかけて指頭圧痕

がみられる。また、胴部外面中位には炭化物が付着し、被熱を受けた痕跡が確認できる。 9は脚台付

甕である。底部は欠損。胴部下位から頸部にかけて丸みをおびながら立ち上がる。頸部から口縁部下

位は内湾し、口縁部は外反する。胴部外面は縦位のハケ、内面は斜位のハケ後、ナデを施す。外面に

は 「スス」の付着が確認できる。 10は脚台付甕である。胴部下位から底部は欠損。 胴部下位から頸部

にかけて丸みをおびながら立ち上がる。頸部から口縁部にかけて外反する。内外面ともに口縁部はナ

デ、胴部は斜位のハケを施す。また、胴部外面には煮沸の跡の炭化物がみられる。11は脚台付甕であ

る。胴部下位から底部は欠損。胴部中位から頸部にかけて丸みをおびて立ち上がり、頸部から口縁部

にかけてやや外反する。内外面ともに口縁部はナデ、胴部は斜位のハケを施し、外面には「おコゲ」

が確認できる。 12は脚台付甕である。胴部中位から底部は欠損。胴部中位から頸部にかけてやや内湾

し、頸部から口緑部にかけて外反する。内外面ともに口縁部はナデを施す。胴部外面は斜位のハケ後

タタキ締め、内面は斜位のハケ後部分的にナデ消しを施す。 13は脚台付甕である。胴部下位から底部

は欠損。胴部下位から頸部にかけて丸みをおびて立ち上がり、頸部から口縁部にかけて外反する。内

外面ともに口縁部はナデを施す。胴部外面は斜位のハケ後タタキ締め、内面は斜位のハケ後ナデ消し

を施す。また、外面の一部分に「スス」の付着がみられる。14は甕である。底部は欠損。胴部下位か

ら頸部にかけて内湾し、頸部から口縁部にかけて外反する。口縁部外面は斜位のハケ後ナデ、内面は

ナデを施す。内外面ともに胴部は縦位のハケを施す。 15は壺である。口縁部と底部は欠損。胴部下位

から頸部にかけて丸みをおびて立ち上がり、器形は「卵型」のようである。胴部外面中位は斜位のハ

ケ後、ナデ消し、内面は斜位のハケを施す。16は丹塗短頸壺である。底部は欠損。胴部外面下位から

頸部にかけて丸みをおびながら立ち上がり、頸部から口縁部にかけて外反する。内外面ともに口縁部

はナデを施す。内外面ともに胴部は斜位のハケ後ナデ消しを施す。 17は短頸壺である。底部の一部は

誕

r¥ 
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第 9図 26区 SD02出土土器(1/3)
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第 10図 26区 SD02出土土器(1/3) 
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欠損。胴部下位から頸部まで、丸みをおびながら立ち上がり、頸部から口縁部は外反する。内外面と

もに口縁部はナデ、胴部上位は斜位のハケ、下位はナデを施す。18は壺である。胴部中位から下は欠

損。胴部中位から頸部まで丸みをおびて立ち上がる。頸部から口縁部にかけて外反する。内外面とも

に口縁部はナデ、胴部は斜位のハケ後ナデ消しを施す。 19は長頸壺である。胴部上位から底部にかけ

て欠損する。胴部上位から頸部にかけて内湾し、頸部は外反する。頸部下には、「竹管文」が 3箇所確

認できる。胴部外面はナデ、内面は斜位のハケ、内面頸部上位はナデ、頸部下位から胴部上位にかけ

て斜位のハケを施す。 20は小型の壺である。底部は欠損。胴部下位から頸部にかけて丸みをおびなが

ら立ち上がり、頸部から口縁部にかけて外反する。内外面ともに口縁部はナデ、胴部は斜位のハケ後、

ナデ消しを施す。胴部下位には被熱を受けた痕跡がみられる。 21は小型の壺である。底部は平底で、

頸部まで丸みをおびながら立ち上がり、頸部から口縁部にかけて外反する。内外面ともに口縁部はナ

デ、胴部外面上位はナデ、下位は斜位のハケ後ナデ消し、内面はナデを施す。
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12 第 11図 26区 SD02・12区 SD03出土土器(1/3)



第1表十園遺跡出土遺物観察表

図番号 種別 法最 (cm) 技法的特徴 胎土／色調 備考

甕 ロ縁部径（復元） 32 0 外面 頸部～胴部縦位ハケ 雲母、石英、白色粒子 焼成良好

I （口緑部～胴部） 残存器窃 7 4 ロ縁部 横位ナデ 外面浅黄橙色 (HueI OYRS/ 4) 

5 
内面 横位ハケ 内面 浅黄橙色 (HuelOYRS/4) 、黄橙色 (HuelOYRS/6)

甕 ロ緑部径（復元） 20 6 外面 斜位ハケ 角閃石、石英、赤色粒子 焼成良好

2 （口緑部～胴部） 残存器閥 8 0 ロ縁部横位ナデ 外面 浅装橙色 (HueI OYRS/3) 、にぶい黄橙色 (HuelOYR7/2) 

内面 ヨコ ・斜位ハケ 頸部 指頭圧痕 内面黒色 (Hue25Y2/l) 、灰黄色 (Hue25Y7 /2) 

脚台付甕 ロ縁部径（復元） 24 4 外面 胴部縦位ハケ 角閃石、石英、長石、赤色粒子

3 残存器高 27 6 ロ縁部ナデ にぶい橙色 (llue7 5YR6/ 4) 

内面 ナデ胴部中位指頭圧痕

甕 ロ緑部径（復元） 33 2 外而 胴部縦位ハケ 角閃石、石英、長石 外面上位スス

4 残存器麻 6 5 ロ縁部ナデ 外面 にぶい褐色 (Hue75YR5/4) 、橙色 (Hue75YR6/6) 

内面 胴部 磨耗のため調整不明 内面 浅黄色 (Hue25YR7 /3) 、暗灰黄色 (Hue25Y5/2) 

甕 ロ緑部径（復元） 32 4 外面 胴部 ミガキ 角閃石、石英、長石、雲母、赤色粒子

5 （丹塗り） 残存器庇 5 9 ロ緑部 ミガキ 明赤褐色 (Hue5YR5/6)
7 

内而 胴部 ナデ、指頭圧痕

甕 残存器高 8 7 外面 胴部 ミガキ 角閃石、石英、長石、赤色粒子

6 内面 磨耗のため調整不明 外面黒色 (Hue25Y2/J) 、灰黄色 (Hue25Y6/2) 

内面 にぶい黄橙色 (Hue!OYR7/4) 

短頸壺 ロ縁部径（復元） 14 6 外面 胴部 ミガキ 石英、長石、雲母、赤色粒子~

7 
（丹塗り） 残存器高 ロ緑部 ミガキ 外面赤褐色 (Hue25YR4/6) 

内面 胴部ナデ 内面 にぶい黄橙色 (Hue!OYR6/4) 、にぶい褐色 (Hue75YR5/4) 

胴部中位 指頭圧痕

脚台付甕 ロ緑部径（復元） 23 4 外而 胴部上半斜位ハケ 角閃石、白色粒子 焼成良好

残存器森 28 1 胴部下位縦位ハケ 外面 浅黄橙色 (Hue10YR8/ 4) 、黒色 (lluelOYR7/1) 外面中位 コゲ

8 ロ縁部横位ナデ 黒褐色 (HuelOY3/l) 、極暗赤褐色 (llue25YR2/3) 

内面 胴部上半斜位ハケ 内面 浅鼓橙色 (HuelOYRS/3) 、極暗赤褐色 (Hue25YR2/3) 

， 胴部下半指頭圧痕

脚台付甕 ロ緑部径（復元） 20 0 外面 縦位ハケ 角閃石、石英。金雲母、白色粒子、赤色粒子 外面下位 スス

（口緑部～胴部） 残存器高 28 3 ロ緑部ナデ 外面 にぶい黄橙色 (HuelOYR7/4) 、褐灰色 (lluelOYR4/l)， 
内面 斜位ハケ 黒褐色 (HueI OYR3/1) 

ロ縁部ナデ 内面 にぶい黄橙色 (Huel0YR7/4) 、橙色 (Hue5YR6/6)

黒褐色 (lluc!OYR3/I) 

脚台付甕 ロ縁部径 21 9 外面 胴部上位斜位ハケ 角閃石、石英、白色粒子、赤色粒子 外面コゲ

残存器高 24 8 胴部下半縦位ハケ 外面橙色 (Hue75YR7 /6) 、暗赤褐色 (llue5YR3/2)

10 ロ縁部ナデ 黒色 (Hue75YRI 7/l) 

内面 胴部上半斜位ハケ 内面 浅黄橙色 (HuelOYRS/4) 、橙色 (Hue75YR7/6) 

ロ緑部ナデ 黒色 (llue7 5YR l 7 / l) 

脚台付甕 ロ緑部径（復元） 22 1 外面 胴部 縦位・斜位・横位ハケ 角閃石、石英、白色粒子、赤色粒子 外面一部 コゲ

II 
残存器高 14 8 ロ縁部ナデ 外面 にぶい橙色 (llue75YR7 /4) 、黒色 (lluelOYRl7/l) 

内面 胴部斜位ハケ 灰褐色 (Hue75YR4/2) 

ロ緑部ナデ 内面浅黄橙色 (HueI OYRS/ 4) 

脚台付甕 ロ縁部径 20 4 外面 胴部上位 ハケ後ケズリ 角閃石、石英、白色粒子 焼成やや良好

12 
残存器高 16 2 ロ縁部ナデ 外而 にぶい黄橙色 (Hue10YR7 /4) 、黒色 (Hue25Y2/ I) 

10 内面 胴部横位ハケ 褐灰色 (HuelOYR4/l)

ロ縁部ナデ 内面 黄橙色 (Hue75YR7 /8) 、褐灰色 (lluelOYR4/1)

脚台付甕 ロ縁部径 20 0 外面 胴部上半 タタキ後斜位ハケ 石英、金雲母、白色粒子、赤色粒子 外面一部 スス

13 残存器高 23 8 胴部下位ナデ 外面 浅黄橙色 (lluelOYR8/3) 、黒褐色 (HuelOYR3/l)

内而 胴部上半斜位ハケ下位ナデ 内面 浅黄橙色 (HuelOYR8/4) 、にぶい黄橙色 (HueI OYR6/3) 

甕 ロ緑部径 16 6 外面 胴部縦位ハケ 角閃石、白色粒子

14 
残存器胚 11 0 ロ縁部 斜位ハケ後ナデ 外面 にぶい黄橙色 (HuelOYR7/4) 、灰黄掲色 (llue!OYR6/2)

内面 胴部斜位ハケ 内面 にぶい黄橙色 (Huel0YR7/4) 、灰褐色 (HuelOYR4/l)

ロ緑部ナデ 橙色 (llue5YR6/8)

壷 残存器高 24 7 内外面胴部上半斜位ハケ 角閃石、石英、白色粒子、赤色粒子 焼成良好

15 下位ナデ 外面橙色 (Hue75YR7 /6) 、明赤褐色 (llue5YR5/8)

内面橙色 (Hue75YR7 /6) 

短頸壷 ロ縁部径（復元） 14 6 外而 胴部斜位ハケ後ナデ 角閃石、石英、白色粒子、赤色粒子 焼成良好

16 
（丹塗り） 残存器裔 22 0 ロ縁部ナデ 外面 明赤褐色 (Hue5YR5/8) 、黒色 (Hue75YR2/l) 

内面 胴部斜位ハケ後ナデ 浅黄色 (Hue25YR7 /4) 

ロ緑部ナデ 内而明赤褐色 (Hue5YR5/8)

短頸壷 ロ緑部径（復元） l2 0 内外面胴部上半斜位ハケ 角閃石、白色粒子、赤色粒子 焼成やや良好

17 
残存器高 19 9 胴部下位ナデ 外面 にぶい赤褐色 (Hue5YR4/4) 、褐灰色 (HuelOYR4/l)

ロ縁部ナデ 内面 赤褐色 (Hue5YR4/6) 、黒褐色 (Hue5YR3/I) 

褐灰色 (lluelOYR6/l)

壷 ロ縁部径（復元） 13 6 外面 胴部 縦位ハケ後ナデ 角閃石、石英、白色粒子、赤色粒子

18 残存器裔 13 5 ロ緑部ナデ 外面明赤褐色 (Hue5YR5/6)

11 内面 胴部ナデ 内面明赤褐色 (Hue5YR5/6)

二重口緑壷 残存器商 9 5 外面 胴部斜位ハケ 金雲母、白色粒子 頸部下竹管文

19 頸部斜位ハケ 外面 にぶい黄橙色 (HuelOYR7/4) 、黒褐色 (HuelOYR3/l)

内面 胴部斜位ハケ 内面 浅黄色 (Hue25YR7 /3) 、黒色 (Huel0YR2/l)

小型短頚壺 ロ縁部径 19 2 外面 胴部ハケ後ナデ 金雲母、白色粒子、赤色粒子

20 残存器高 9 8 ロ縁部ナデ 外面 浅黄橙色 (llue!OYRS/4)、にぶい赤褐色 (Hue25YR5/ 4) 

内面 胴部ハケ後ナデ 内面 浅黄橙色 (Hue!OYRS/4) 、にぶい赤褐色 (Hue25YR5/4) 

小型短頸壷 ロ緑部径（復元） l6 4 外面 胴部上半ナデ 角閃石、石英、白色粒子• 焼成良好

21 
器高 l4 3 胴部下半斜位ハケ 外面 浅黄橙色 (HuelOYRS/4) 、黒色 (HuelOYRl7/1) 

ロ縁部ナデ 内面 浅黄橙色 (HuelOYRS/4) 、橙色 (llue75¥「R6/6)

内面 胴部ナデ 褐灰色 (Hue75YR4/l) 
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第2章伊古遺跡

第 1節調査の経緯

ー発掘調査にいたる経緯ー

平成 13年度に長崎県島原振興局より、古江地区県営圃場整備事業の計画があるとの紹介を受け、瑞

穂町教育委員会（現雲仙市教育委員会）が主体となり、平成 14・15年度に事業予定地内の遺跡範囲確

認調査（試掘調査）を実施した。その結果、従来の周知遺跡である伊古遺跡をはるかに越える範囲で

遺構・遺物の発見が確認され、伊古遺跡の周知範囲は南東に大きく広がりをみせることとなった。島

原振興局・長崎県学芸文化課・ 西郷士地改良区・瑞穂町教育委員会（現雲仙市教育委員会）による協

議の結果、試掘調査の結果を踏まえ、設計変更により遺跡の大部分は盛り土によって保存を行うこと

となったが、遺跡の消滅する部分については発掘調査を行うこととなった。本調査は平成 17年度から

平成 20年度まで、 3ヶ年にわたって実施した。伊古遺跡は『伊古遺跡』（山下 2008)、『伊古遺跡1I』（辻

田2009)、『伊古遺跡IIl』（辻田他 2010)で報告されている。今回、 D6区調査区外の東側から出土した

弥生時代中期から弥生時代後期の上器について再整理を行い、報告する。

ー発掘調査の方法及び経過ー

本調査は世界測地系を使用し、調査対象範囲（道路・用排水路建設のために遺跡が消滅する範囲）

を、 20mメッシュまたは 4mメッシュに区切り、グリッド法によって行った。 A区、 B区、 C区、 Dl

区、 D2区、 D3区、 D4区、 D5区、 D6区、 E区、 E' 区、 F区、戸区、 G区、 H区、 I区、 J

区、 JTl区、 JT2区、 Kl区、 K2区、 K3区、 K4区、 K5区、 K6区、 L区、 M区、 N区、 01

区、 02区、 03区、 04区、 05区、 Pl区、 P2区、 Ql区、 Q2区、 Q3区、 Q4区、 R区、 S区、

T区、 U区、 V区を設定し、順次調査を実施した。しかし、調査区の立地条件及び遺構密度などによ

り、必ずしも 20m及び4mメッシュの調査区とはなっていない。

現在、伊古遺跡の範囲のほとんどが水田として利用されている。条里制の痕跡も確認でき、これま

でに数度の造成工事が行われていたと考えられる。したがって、表土を除去すると遺物包含層が全く

残っておらず、基盤層に掘り込まれた遣構確認面が露出している部分も見かけられた。各調査区の表

士は軍機で掘削を行ったが、再度重機によって遺構確認面及び遺物包含層まで掘削した部分もある。

遺物については、遺物包含層から出土したものは同一層一括で取上げ、甕棺や溝など遺構に関わる

ものについては可能な限り実測し個別に取上げを行った。また調査の進捗状況によって段階的に写真

撮影を行い、縄文時代の文化層と考えられる包含層から出土した遺物については基本的にドットマッ

プを作成している。

伊古遺跡では縄文時代草創期末から中世に至るまでの様々な遺構及び遺物が出上している。以下調

査概要を述べる。

縄文時代

縄文時代草創期末の細石器群が検出されている。『伊古遺跡Il』（辻田 2009)から、雲仙より続く丘

陵崖下で集中して検出されていることから、洞窟遺跡をイメージさせる「崖下遺跡」と考えられる。

士器や石鏃（『伊古遺跡Il』では尖頭状石器で報告）、石斧が共伴しており、有明海沿岸の草創期末の

状況を考える上で重要な成果である。

15 
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弥生時代

甕棺墓及び木製品水漬遺構、環濠と考えられる溝が検出されている。検出された甕棺は全て小児棺

で、肥後地域の黒髪式の特徴を有する甕が多い。また、木製品水付遺構からは、弥生時代後期の肥前

型器台及び高杯、脚台付甕、長頸壺の外面に絵が描かれているものなどが出土している。環濠と考え

られる溝からは、弥生時代中期後半の甕棺の破片などが出土している。また、弥生時代後期後半から

古墳時代初頭にかけての溝内からは、脚台付甕や長胴甕、 古式土師器などが出土した。

中世

道路状遺構や竪穴状遺構、製鉄関連違構や掘立柱建物群、土坑墓などが検出された。おそらく大規

模な集落が存在していたことは間違いないと考えられる。中国製陶磁器が多く出土し、また、祭祀遺

構からは、士師器が集中して出土した。また、瓦器碗及び石鍋（未報告）などの遺物が出土しており、

その時期は 12世紀から 13世紀に属する。

—遺跡の地理的· 地形的環境ー

伊古遺跡周辺の地理的・地形的環境及び立地環境については、『伊古遺跡』（山下 2008)、『伊古遺跡

II』（辻田 2009)、『伊古遺跡III』（辻田他 2010)に詳しく述べられているので、参照願いたい。ここで

は、遺跡の立地する環境についての概要及び今回報告を行う地点について説明する。

伊古遺跡は、長崎県の南部、島原半島の北側に位置する。雲仙普賢岳から伸びる緩やかに傾斜した

火山性扇状地に占地する。標高は 14mから 20mを測り、遺跡の西側には西郷川が流れ、東端は雲仙普

賢岳より続く舌状の丘陵が海岸付近まで延びており、川と丘陵に挟まれた平坦部に展開している。伊

古遺跡の南西側には中世の有馬の家臣であった進藤権太夫の居城である「杉峰城跡」が隣接している。

平成 17年度から平成 20年度に実施した圃場整備に伴う発掘調査の結果、旧河川跡と考えられる水

成堆積による砂礫層が確認された。現在の西郷川は西側に延びる丘陵の先端部（杉峰城跡）付近で大

きく蛇行し、有明海へと注いでいる。しかし、発掘調査で旧河川跡が検出されていることから、西郷

川は蛇行せずそのまま北上もしくは西郷川の支流が北上していた時期があったと考えられる。

今回報告する地点は、圃場整備の工事中に多量の遺物が発見され、急逮調査が実施された部分であ

る。 D6区調査区外東側、市道(CR区）北側に位置する。 D6区からは竪穴状遺構及び旧河川跡や祭祀

遺構など、主に中世の遺構が集中して検出された。また、市道(CR区）からは、弥生時代中期後半の

小児甕棺が検出された。甕棺墓が検出されている為、墓域の可能性も考慮し調査を行ったが、残念な

がら遺構の検出までは至らなかった。しかし遺物は弥生時代から中世に至るまで様々なものが出士し

ている。今報告では、弥生時代中期後半から弥生時代後期後半の遺物を報告する。

【参考文献】

山下美郷 2008『伊古遺跡』雲仙市文化財調査報告書（概報）第5集 長崎県雲仙市教育委員会

辻田直人 2009『伊古遺跡II』雲仙市文化財調査報告書 第6集 長崎県雲仙市教育委員会

辻田直人他 2010『伊古遺跡rn』雲仙市文化財調査報告書 第8集 長崎県雲仙市教育委員会
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-D6区調査区外東側出土土器ー

22は丹塗りの広口壺である。胴部外面上位には断面が台形状の突帯が、頸部外面には断面が三角形

の突帯が 1条貼付けられている。胴部上位から頸部にかけて丸みをおび、頸部はややすぼまり、頸部

から口縁部にかけて外反する。胴部外面は縦位のハケ後横位のナデ、内面は横位のナデを施す。頸部

内面は指頭圧痕が、外面及び口縁部内面に赤色顔料が確認される。 23は脚台付甕である。胴部中位か

ら頸部にかけて、ゆるやかに丸みをおびながら立ち上がり、口縁部は外反する。口縁部外面はナデ、

内面は斜位のハケを施す。胴部外面は縦位のハケ後ナデ、内面は斜位のハケ後、ナデを施す。 24は脚

台付甕である。胴部上位から頸音〖にかけて丸みをおび、頸部から口縁部にかけて外反する。内外面と

もに口縁部は斜位のハケ後ナデを施す。胴部外面は縦位のハケ、内面は斜位のハケを施す。 25は脚台

付甕の脚部である。脚台部は裾部にかけて、「八の字」に広がり、脚台と胴部の接合部から胴部下位に

かけて外反する。内外面ともに脚台はナデを施す。胴部外面はナデ、内面は斜位のハケ及びナデを施

す。 26は丹塗りの小型壺である。底部は欠損。弥生中期末～後期前半。胴部下位から頸部まで丸みを

おび、口縁部は外反する。内外面ともに口縁部はナデ、胴部は斜位のハケ後ナデを施す。胴部外面中

位から下位にかけて「スス」が付着。 27は二重口縁壺である。胴部中位から頸部にかけてやや丸みを

おび、口縁部は「くの字」を呈す。内外面ともに口縁部及び胴部はナデを施す。胴部内面には、指頭

圧痕がみられる。 28は壺である。弥生後期～終末。胴部上位から頸部にかけて丸みをおび、頸部はす

ぼまり、頸部から口縁部にかけて大きく外反する。器壁は全体的に厚い。胴部外面は横位のハケ、内

面は斜位のハケ、頸部外面は斜位のハケを施す。内外面ともに口縁部はナデを施す。 29は二重口縁壺

である。頸部下から口縁部にかけて外反しながら立ち上がり、口縁部はやや垂直に立ち上がる。外面

頸部下には断面が三角形の突帯が貼り付けられており、 6つの刻目がみられる。内外面ともに口縁部

はナデを施し、頸部外面は縦位のハケ、内面はナデを施す。 30は朝顔形口縁壺である。胴部下位から

頸部にかけて屈曲する。胴部中位に最大径をはかり、頸部はすぼまる。頸部から口縁部にかけて大き

く外反する。頸部のつけ根から肩部にかけて9ないし10条の凹線がみられる。頸部外面は縦位のハケ、

内面は横位のハケを施す。肩部外面は凹線、内面は横位のハケ、胴部外面は斜位のハケ、下部はミガ

キ、内面は縦位のハケ後ナデを施す。 31は長頸壺である。頸部から口縁部にかけてやや外反する。外

面頸部上位、中位、下位に 15条を一単位とする沈線文が 3つみられる。全体的に磨耗が厳しい為、部

分的に沈線文が削れている。内外面ともに口縁部はナデを施し、頸部外面は縦位のハケ後ナデ、内面

はナデを施す。 32は手捏ね士器の甕である。底部から口縁部にかけてやや外反する。全体的に器壁は

厚い。内外面ともに、指頭圧痕及びナデを施す。 33は丹塗りの浅鉢である。底部は上げ底で底部から

ロ縁部にかけてやや丸みをおびる。内外面ともに底部から口縁部にかけてナデを施し、胴部内面には

指頭圧痕がみられる。 34は高坪である。全体的に外面は横位のナデ後、縦位のハケを施す。脚柱部・

坪部外面はミガキを施し、脚柱部内面上位に縦位のケズリ、下部 2cmに横位のナデを施し、台裾部は

横位のハケを施す。台裾部上部に 3ヶ所の穿孔あり。 35は器台である。外面は縦位のハケ後ナデ、内

面は縦位のケズリ後ナデを施し、指頭圧痕がみられる。裾部には斜位のハケ、端部は横位のナデ後ミ

ガキを施す。 36は肥前型器台である。胴部中位から裾部にかけて開く。胴部中位には、 4条の沈線が

巡り、斜位の刻目を施す。沈線上方には円形透かし、下方には方形透かしを施す。胴部外面上位はナ

デ、中位から裾部にかけて横位ハケ後ナデ、内面は斜位のハケ後ナデを施す。37は肥前型器台である。

底部は裾広がりで、底部から胴部上位にかけて外反する。胴部中位には、 4条の沈線文と斜位の刻目

を施す。外面胴部中位より上位と下位に縦位のハケ、内面上位には、横位のハケ及び、縦位ハケ後ナ

デを施す。下位は指頭圧痕と横位ハケ後ナデを施す。残存してないが胴部上位に 4ヶ所、胴部下位に
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4ヶ所の透かしを施していたと考えられる。 38は甕である。胴部上位から頸部にかけて丸みをおび、

ロ縁部は鋤先状口縁を呈す。胴部外面は縦位のハケ後ナデ、内面はナデ後ミガキを施し、指頭圧痕が

みられる。内外面ともに口縁部はナデを施す。 39は甕である。胴部中位から頸部にかけてやや丸みを

おび、頸部から口縁部にかけて外反する。胴部中位には断面が三角形の突帯が 1条貼付けられており、

浅い刻目を施す。内外面ともに口縁部は丁寧な横位のナデを施し、胴部外面は、斜位のハケ後横位の

ナデ、内面は縦位のハケ後横位のナデを施す。 40は甕である。胴部上位から頸部にかけてやや丸みを

おび、頸部はすぼまる。頸部から口縁部にかけて外反する。頸部外面には断面が三角形の突帯を 1条

貼付けられており、内外面ともに口縁部はナデ、胴部外面は縦位のハケ後ナデ、内面は横位のナデを

施す。41は二重口縁壺である。底部は平底で、頸部にかけて丸みをおびる。胴部中位には断面形状が

三角形の突帯が 2条貼付けられており、刻目を施す。頸部から 口縁部にかけて外反し、口唇部はほぼ

垂直に立ち上がる。頸部外面に断面が三角形の突帯が 1条貼付けられる。胴部外面下位は縦位のハケ、

上位は斜位のハケ、突帯部分はナデ、内面は上位及び下位は斜位のハケ、中位は縦位のハケを施す。

頸部外面は斜位のハケ、内面は横位のハケ後横位のナデ、指頭圧痕がみられる。内外面ともに口縁部

はナデを施す。 42は壺である。胴部中位から頸部にかけて丸みをおび、口縁部は外反する。口唇部は

細い波状。外面口縁部の屈曲部には刻目、平坦部には刺突状の文様を施す。外面肩部にハケ工具によ

る装飾を施す。胴部外面はハケ後ナデ、内面は斜位のハケ及び指頭圧痕を施す。頸部外面は斜位のハ

ケ及び縦位のハケ、内面は斜位のハケを施す。 43は壺である。弥生時代後期。頸部には、断面がM字

形の突帯が 1条貼り付けられており、刻目を施す。頸部から口縁部まで外反し、口縁部から口唇部ま

ではやや垂直に立ち上がる。頸部外面は縦位のハケ、内面は横位のハケを施す。 44は壺である。弥生

後期。胴部上位から頸部にかけて丸みをおび、頸部から口縁部は外反し、口唇端部は断面方形で外側

につまみ出す。頸部には断面が三角形の突帯が 1条貼付けられている。胴部外面は斜位のハケ、内面

は横位のハケ後ナデ、頸部外面は縦位のハケ、内面はナデを施す。 45は二重口縁壺である。頸部から

ロ縁部にかけて外反し、口縁部は「く」の字型に張り出す。頸部には断面が三角形の突帯が 1条貼り

付けられている。頸部外面は斜位のタタキ、内面はミガキ、口縁部はナデを施す。 46は磨製石包丁（片

刃）である。外湾刃半月形態。両面とも研磨を施し、穿孔が 2ヶ所みられる。刃部摩滅。安山岩系石

材。 47は磨製石包丁（片刃）である。外湾刃半月形態。両面とも研磨を施し、穿孔が 2ヶ所みられる。

刃部に光沢有り。角閃石安山岩。
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第2表伊古遺跡出土遺物観察表（土器）

図番号 種別 法量(cm) 技法的特徴 胎土／色調 備考

壺 ロ縁部径（復冗) 24 4 外面口縁・胴部横位ナデ頸部縦位ハケ後横位ナデ 石英、長石、雲母 焼成良好

22 （丹塗り） 残存高 27 0 内面横位ナデ 外面明赤褐色 (Hue25YR5/8) 

内面明赤褐色 (Hue25YR5/8)、橙色 (Hue5YR6/6)

脚台付甕 ロ縁部径（復元) 24 6 外面口緑部ナデ胴部縦位ハケ後ナデ 角閃石、赤・白色粒子、石英 焼成良好

23 残存涵 10 I 内面口縁部斜位ハケ頸部ナデ 外面 浅黄橙色 (llue!OYR8/3)、灰黄褐色 (HueIOYR6/2) 

胴部 縦位ハケ後部分的にナデ 内面浅黄橙色 (Hue75YR8/4) 

脚台付甕 ロ縁部径（復元) 19 6 外面口縁部横位ハケ後ナデ胴部縦位ハケ 金雲母、白色粒子、石英 焼成良好

24 残存高 6 6 内面口縁部斜位ハケ後ナデ胴部ハケ 外面浅黄橙色 (Huel0YR8/4)

内面浅黄橙色 (Huel0YR8/4)

脚台付甕 残存晶 10 3 外面口縁部横位ハケ後ナデ 角閃石、石英、赤 ・白色粒子 焼成良好

25 
（脚台部） 底径 9 I 胴部縦位ハケ 内外面 にぶい黄橙色 (Huel0YR7/4)

内面口緑部斜位ハケ後ナデ胴部ハケ 外面黒褐色 (Huel OYR3/ l)、橙色 (Hue75YR6/6) 

l4 脚台部ナデ 内面 明赤掲色 (HueSYRS/6)、灰色 (HueIOYR4/l) 

小型壺 ロ縁部径（復元) 13 2 外面口縁部ナデ胴部斜位ハケ後ナデ 角閃石、白色粒子、石英 外面明赤褐色 (Hue5YR5/6) 焼成良好

26 （丹塗り） 残存嵩 12 5 内面口縁部ナデ胴部上位斜位ハケ 黒色 (Hue75YRI 7 /l)、にぶい黄橙色 (HuelOYR7/3) 煤付着

胴部中位～下位 ハケ後ナデ 内面赤褐色 (Hue5YR4/6)

二重口縁壺 ロ縁部径（復元） 12 6 外面ナデ 角閃石、白・赤色粒子 外面明赤褐色 (Hue5YR5/6)

27 残存裔 12 0 内面口縁部ナデ胴部上位指頭圧痕 にぶい黄橙色 (Huel0YR7/4)、褐灰色 (Hue!OYR4/l)

胴部中位ナデ 内面明赤褐色 (Hue5YR5/6)

壺 ロ縁部径（復元） l5 4 外面口縁部ナデ胴部斜位ハケ、横位ハケ 角閃石、白色粒子、金雲母、石英

28 残存清 7 7 内面口縁部ナデ胴部横位ハケ、斜位ハケ 内外面 にぶい黄橙色 (HuelOYRl/4)、黒褐色 (Hue?5YR3/l) 

内面明赤褐色 (Hue5YR5/6)

二重口縁壺 ロ縁部径（復元） 20 0 外面口縁・突帯部ナデ 角閃石、赤色粒子、石英 焼成良好

29 残存高 9 9 内面口縁部ナデ頸部下位斜位ハケ 外面 明黄褐色 (Huel0YR7/6)、褐灰色 (HueI OYR4/ I) 

内面浅黄橙色 (HuelOYR8/4)

壺 ロ縁部径（復元） 22 2 外面口縁部ナデ頸部縦位ハケ後ナデ 角閃石、赤色粒子、石英、長石

30 残存森 31 9 胴部上半斜位ハケ 下半斜位ハケ後ナデ・ミガキ 外面橙色 (Hue75YR7 /6)、にぶい黄橙色 (Hue10YR7 I 4) 
内面口緑部ナデ頸部横位ハケ胴部ハケ後ナデ 内面 浅黄橙色 (HueIOYRS/ 4) 、褐灰色 (HueI OYR6/ I) 

長頸壺 ロ緑部径（復元） 9 4 外面口縁部ナデ頸部縦位ハケ後ナデ、沈線文 角閃石、白・赤色粒子、石英、金雲母 焼成良好

31 残存高 10 5 内面ナデ 外面 浅黄橙色 (HueI OYRS/ 4)、褐灰色 (Huel OYR4/ I) 

内面 にぶい黄橙色 (HueIOYR7 /4) 

甕 ロ縁部径 5 9 外面指頭圧痕 角閃石、白色粒子

32 （ミニチュア） 器高 5 4 内面指頭圧痕 内外面 浅黄橙色 (HuelOYRS/3)、褐灰色 (Huel0YR4/l)

底径 2 0 

浅鉢 ロ緑部径 10 I 外面ナデ、指頭圧痕 白色粒子、雲母粒子

33 （ミニチュア） 器高 4 9 内面ナデ、指頭圧痕 内外面 浅黄橙色 (Hue!OYRS/3)、赤褐色 (Hue25YR4/6) 

（丹塗り） 底径（復元） 4 2 

15 晶坪 残存晶 12 4 外面横位ナデ後縦位ハケ脚注部 ミガキ 赤色粒子、石英 穿孔

34 （脚台部） 底径 13 4 内面脚注部横位ナデ後縦位ヘラケズリ 外面橙色 (Hue75YR6/6) 

裾部 回転ハケ後ナデ 内面橙色 (Hue75YR6/6) 

器台 残存蘭 10 5 外面脚注部縦位ハケ後ナデ ・ミガキ 石英

35 底径 12 4 裾部ナデ、ミガキ 外面浅黄橙色 (HuelOYRS/4)

内面脚注部ヘラケズリ 裾部斜位ハケ、ナデ 内面 にぶい黄橙色 (Hue!OYR7/4)

器台 胴部径（復元） 13 0 外面胴部上半ナデ胴部下半横位ハケ後ナデ 角閃石、白 ・赤色粒子、石英、

36 
残存高 17 2 内面胴部上半ナデ胴部下半斜位ハケ後ナデ 内外面 にぶい黄橙色 (Huel0YR7/3) 

外面赤渇色 (Hue5YR4/6) 、褐灰色 (Hue75YR4/l) 

内面橙色 (Hue5YR6/6)
益nロム口 残存高 25 7 外而横位ハケ後ナデ胴部中位従位ハケ、沈線文 角閃石、白・赤色粒子、石英

37 底径（復元） 30 6 内面胴部上位横位ハケ、縦位ハケ、ナデ 外面 にぶい黄橙色 (Hue!OYR7/4)、褐灰色 (llue!OYR6/l)

胴部下位 指頭圧痕、横位ハケ後ナデ 内面 にぶい黄橙色 (Huel0YR7/4) 

甕 ロ縁部径 38 4 外面口縁部ナデ胴部縦位ハケ後ナデ・ミガキ 石英、長石、雲母

38 残存裔 20 2 内面口縁部ナデ胴部ナデ後ミガキ、指頭圧痕 外面浅黄橙色 (Hue!OYR8/4)

胴部下位 指頭圧痕、横位ハケ後ナデ 内面 にぶい黄橙色 (HueI OYR7 / 4) 

甕 ロ縁部径（復冗） 33 2 外面口縁部横位ナデ胴部斜位ハケ後ナデ 角閃石、白・赤色粒子、金雲母、石英 焼成良好

39 残存高 20 2 内面口縁部横位ナデ胴部縦位ハケ後横位ナデ 外面浅黄橙色 (Huel OYR8/3) 三角突帯

内面橙色 (Hue75YR6/6) 

甕 ロ縁部径（復冗） 38 4 外面口縁部ナデ胴部ハケ後ナデ 角閃石、白色粒子、石英、 5mm以下の長石

40 残存高 11 8 内面口緑部ナデ胴部ハケ後ナデ 外面 にぶい黄橙色 (Hue!OYR7/4)

内面黄褐色 (Hue!OYR5/6)

壺 ロ縁部径（復冗） 34 7 外面口縁部横位ナデ胴部ハケ 角閃石、赤・白色粒子、石英、長石、雲母 突帯

4l 器高 64 2 内面口縁部横位ナデ胴部ハケ 外面 にぶい黄橙色 (HueIOYR7 /4) 

16 底径 7 0 頸部横位ハケ、指頭圧痕、横位ナデ 内面黄褐色 (HuelOYR5/6)

壺 ロ縁部径 43 2 外面口縁部横位ハケ後ナデ胴部ハケ後ナデ 角閃石、白色粒子、石英、長石、雲母 突帯

42 残存高 20 4 内面口緑部斜位ハケ後ナデ胴部斜位ハケ 外面橙色 (Hue5YR6/6)

内面明赤褐色 (Hue5YR5/6)

43 亜- ロ緑部径（復元） 41 8 外面口縁部斜位ハケ頸部縦位ハケ 角閃石、白・赤色粒子、金雲母

残存漬 内面横位ハケ、ナデ 内外面赤褐色 (Hue5YR4/6)、橙色 (Hue5YR6/6)

壺 ロ縁部径

44 残存高

壺 ロ縁部径

45 残存高

宍
石材
山

安山右系石材

角閃石安山岩

9 6 

29 8 外面口縁部ナデ頸部横位ハケ胴部横 ・斜位ハケ 角閃石、赤 ・白色粒子、石英、雲母

16 8 内面口縁部ナデ頸 ・胴部横位ハケ後ナデ 外面橙色 (Hue75YR6/6) 

内面橙色 (Hue75YR6/6) 

23 2 外面口縁部ナデ頸部タタキ後ナデ胴部斜位ハケ 角閃石、赤 ・白色粒子

16 7 内面口緑部ナデ頸部 タタキ後ナデ・ミガキ 外面橙色 (Hue5YR6/6)

胴部斜位ハケ 内面明赤褐色 (Hue5YR5/6)

第3表伊古遺跡出土石包T計測表

穿孔方法

両側穿孔

両側穿孔 >~ I塁:~!沢有り 備考
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第3章まとめ

第 1節総括

ー十園遺跡ー

十園遺跡は旧石器時代から中世までの複合遺跡である。旧石器時代のナイフ形石器から始まり、縄

文時代早期、弥生時代中期後半から弥生時代後期後半、古代、中世に至るまで様々な遺構及び遺物の

出土がみられる。 ＋圏遺跡の位置付けについては『＋園遺跡』（辻田・竹中 2004)、『十園遺跡Il』（竹

中・辻田 2005)に詳しく述べられているので、参照願いたい。ここでは、弥生時代中期後半から弥生

時代後期後半にかけての十園遺跡の様相について述べたい。

遺跡内からは、弥生時代中期後半から弥生時代後期後半の集落跡が検出された。弥生時代中期後半

の住居跡である 4区SBOl、SB02からは、丹塗りの広口壺や甕、裔坪、須玖Il式系統の士器など北部九

'州から搬入されたと考えられる土器が多く出士した。また、住居跡の平面形状も在地の円形(32区SBOl、

SB02)とは異なり方形を呈す。どちらも溝などで区画されていないことから、同時期に共存していたと

考えられる。在地の住居跡は弥生時代中期後半の時期はまだ平面形状は円形である。その後、弥生時

代後期から次第に方形へと変化する。注目するべき点は、北部九朴l系の人々と在地の人々が共存して

いた可能性が高いということである。島原半島内のこれまでの調査では、北部九州系統の上器の出土

例はあったものの、弥生時代中期の平面形状が方形の住居跡からまとまって出上することはなかった。

十園遺跡の調査成果から、北部九朴l系の人々と在地の人々が共に暮らし、集落を形成した可能性があ

るといった大変貴重な成果が得られている。また、北部九州系の士器以外にも肥後系の脚台付甕や台

付鉢などが出士していることから、肥後地域とも交流を行っていたと考えられる。

ー伊古遺跡ー

伊古遺跡は縄文時代草創期末から中世までの複合遺跡である。縄文時代草創期末の細石器から始ま

り、弥生時代中期後半から古墳時代初頭、中世に至るまで様々な遺構及び遺物の出土がみられる。伊

古遺跡の位置付けについては、『伊古遺跡III』（辻田他 2010)に詳しく述べられているので、参照願い

たい。ここでは、弥生時代中期後半から古墳時代初頭にかけての伊古遺跡の様祖について述べたい。

遺跡内からは、畿内系の壺に系譜を求められる長頸壺（第 15図31)、北部九朴I系の丹塗りの広口壺（第

14図22)など他地域から搬入されたと考えられる遺物が出上している。また、『伊古遺跡III』（辻田他

2010)では、肥後系の免田式土器及び黒髪式の甕棺、北部九小什系の須玖II式の甕、南筑後地域の長胴甕

が報告されており、いずれも搬入された土器である。また、脚台付甕や肥前型器台など在地の土器も

出士している。発掘調査では水田跡は検出されていないが、石包丁が出土していることから、伊古遺

跡の生産基盤は水稲耕作であったと考えられる。

【参考文献】

辻田直人・竹中哲朗 2004『十園遺跡』国見町文化財調査報告書（概報）第4集 長崎県国見町教育委員会
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村子晴奈 2016「伊古遺跡出土遺物について」『西海考古第 9号』 西海考古同人会



第2節脚台付甕について

脚台付甕とは、甕の底部に脚台が付いた土器で、弥生時代中期後半から古墳時代初頭にかけて有明

海周辺の地域にみられる。島原半島の弥生時代後期の士器に早くから注目し、脚台付甕を含む弥生時

代後期の士器集成を行ったのは、松藤(1975)である。松藤は口之津貝塚（南島原市）から出土した土器

を「微量の中期士器を含みながらも全体として弥生後期後半から弥生終末期にかけての土器を主体と

している」と結論付けている。その後、宮崎(1985・1986)によって西ノ角遺跡（諫早市）や今福遺跡（南

島原市）から出土した士器の形式設定を行い、また時期ごとの形式変化を明らかにした。松藤、宮崎両

氏の精力的な研究成果を踏まえて、島原半島の弥生時代中期後半から弥生時代後期後半の遺跡から出

士した脚台付甕について、また脚台付甕の分布範囲について微力であるが述べたい。

島原半島では、今回報告した十園遺跡（雲仙市）、伊古遺跡（雲仙市）の他に、佃遺跡（雲仙市）、龍王

遺跡（雲仙市）、陣ノ内遺跡（雲仙市）、 一野遺跡（島原市）、今福造跡（南島原市）から脚台付甕が出土し

ている。島原半島でも主に有明海側に立地する遺跡から出士するという特徴を持つ。遺物包含層や住

居跡、環濠、墓域に伴って出士する例が多く、墓域から出上する脚台付甕は、肥後地域の特徴を持つ

ものが多い。伊古遺跡(2010)や佃遺跡(2013)の墓域からは、甕棺に脚台付甕を用いており、その特徴

から肥後地域から搬入されたもの（黒髪式土器）と考えられる。しかし、墓域以外の住居跡や環濠及び

遺物包含層から出土した脚台付甕は、肥後地域から搬入されたものではなく、その形状は肥後系の脚

台付甕とはやや異なる印象を受けることから、肥後系の黒髪式土器の影響を受け、在地でつくられた

可能性が高い。また、士器の表面には炭化物が付着している割合が多いことから、日常的に煮炊きす

る器として使用されていたと考えられる。

脚台付甕は、有明海周辺地域から出土している。福岡平野を中心とする北部九小卜1では脚台付甕では

なく、底部が平底の甕が主流である。佐賀県中部を流れる六角川周辺地域を境とし、肥後地域や島原

半島では脚台付の甕が用いられる。底部の形状が異なる原因の一つとして、炉との関係性が考えられ

るが、その関係性について言及している事例は少ない。今後の研究課題としたい。

最後に、本報告書を作成するにあたってトレースや写真、図版などの編集作業に協力いただいた報

告書作成スタッフに末筆ながら、感謝いたします。
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長崎県考古学会・九州考古学会合同研究大会 長崎県考古学会
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